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「カタッ」朝おきてポストの中をのぞくと、白い紙が入っていました。読めない漢字があっ

たので、お母さんに言って教えてもらいました。送りぬしは、なんとおまわりさんからでし

た。家のまわりをパトロールしてくれたそうです。おまわりさんから手紙がとどいたことに

もビックリしていたのですが、その手紙を書いてくれた時間にもビックリでした。「午前二

時十七分」と書いてありました。お母さんにもかくにんしてみたら、昼間ではなくて、ま夜

中だと分かりました。わたしがねている時間だったので、気がつきませんでした。わたしは

くらいみちがにがてです。そんな中をパトロールしてくれたおまわりさんはすごいなと思

いました。わたしが学校に行っている昼間だけでなく、ねている時間もみまもってくれてい

ることに、ありがとうとつたえたいです。 

 またべつの日には、お母さんが仕事から帰ってきて、げんかんのかぎをあけたとき、その

ままかぎをさしっぱなしにしてしまった時がありました。「ピンポーン」と家のチャイムが

なりでてみると、そこにはおまわりさんのすがたがありました。わたしはそのすがたに少し

ドキドキしてしまいました。うちにおまわりさんが来るなんてゆめにも思わなかったから

です。「かぎがさしたままになっていますよ。気をつけてくださいね。」とやさしく教えてく

れました。お母さんは、「ありがとうございます。」と言っていました。ふだん、あまり話す

ことがないおまわりさんだけど、話してみると、やさしそうでした。でも、あんまりがんば

りすぎないようにからだを大事にしてください。たまにはやすんでください。とつたえまし

た。わたしたちのまちをまもってくれるおまわりさん、いつもありがとう。 

 わたしに悪い人をつかまえたりするのはムリだけれど、こまっている人には声をかけた

り、たすけてあげたいなと思いました。 

 


